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板橋区立中学校 生徒の読書状況調査 

「読書についてのアンケート」まとめ 

今後の課題と取組例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和元年１２月調査） 

板橋区立中学校長会 
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１ 概要 

  第三次東京都子供読書活動推進計画において、平成２９年度東京都が実施した読書

状況調査を受け、令和元年１２月の板橋区立中学校全校の読書状況を調査し、現状把

握をするとともに読書活動への意識向上の機会とします。また、調査の概略を報告し、

今後の課題と取組例をご紹介します。 

 

２ 調査内容 

 （１）「読書についてのアンケート（生徒用）」 

    平成２９年度東京都が調査した読書状況調査項目に準じます。 

 （２）調査対象 

    各中学校の各学年から１学級ずつ抽出し、全学年で３学級分、計６６学級分と

します。 

 

３ 調査結果 

 （１）調査対象生徒数 

    ２０４６名 

   （平成２４年度２１７７名・２５年度２２１２名・２７年度２１８８名・２８年度２１８３名・２９年度２１６５名・３０年度２０６２名）     

 （２）中学生文字・活字状況調査（平成 27 年度から新規調査） 

  ① この１か月間に、本（教科書・マンガは含まない。）、新聞、雑誌、補助教材、

学習参考書、図鑑や辞典、その他資料を読んだ生徒数 

１９３９名 ９４．８％  

（平成２７年度２０４７名９３．６％・２８年度２０５２名９４．０％・２９年度９３．６％・３０年度９４．１％） 

 ② ①のうち、パソコン・タブレット端末・スマートフォン・携帯電話等で読んだ 

生徒数    ７６８名 ３９．６％  

（平成２７年度７８１名３８．２％・２８年度７７９名３７．９％・２９年度７２７名３５．９％・３０年度４１．２％） 

  ③ ①のうち、本や雑誌、新聞などを読む理由:複数回答（％）  

 

東京都 Ｈ２９ 

９１．８％ 

 

 

東京都 Ｈ２９

３４．８％ 

 

 
東京都 Ｈ２９ 

楽しむ ７５．２% 

調べる ２８．１% 

興味・関心 

    ４０．８% 

友達   ４．８% 

勧められた 

    １４．７% 

その他 ２０．９% 
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④ ①のうち、読んだもの:複数回答（％）  

 
 ⑤ ①のうち日本・海外の歴史・文化・風習の書かれたものを読んだか  

６０１名 ３１．０％ 

（平成２７年度６９４名３３．９％・２８年度６０２名２９．３％・２９年度６２３名３０．７％・３０年度３１．０％） 

 （３）中学生の未読者率・不読率（％） 

  ①この１か月間で本を読んだ生徒数 １８７６名 ９６．８％ 
（平成２４年度１８３２名 ８４．２％・２５年度１９０６名 ８６．２％・２７年度１９５６名 ８９．４％ 

・２８年度１９２８名 ８８．３％・２９年度１９４７名 ８９．９％・３０年度８９．４％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 全国平均 東京都平均 板橋区平均 

平成２１年度 １２．７ ２３．９ ３４．７ 

平成２３年度 １６．２ ２２．１ ３７．３ 

平成２４年度 １６．４  １５．８ 

平成２５年度 １６．９ １２．２ １３．８ 

平成２７年度 １３．４ １１．５ １０．６ 

平成２８年度 １５．４  １０．５ 

平成２９年度 １５．０ １１．１  ９．５ 

平成３０年度 １５．３  ９．９ 

令和元年度   ７．３ 

東京都 Ｈ２９ 

本    ８９．５％ 

図鑑等  ２９．０% 

雑誌   ３２．３% 

新聞   ２１．５% 

参考書  ２６．４% 

その他  ３０．１% 

 

東京都 Ｈ２９ 

３６．４％ 

 

 

※東京都平均は、隔年 

（平成２１・２３・２５・ 

２７・２９年度）で実施さ 

れ、板橋区立中学校２校の 

全学年全学級の抽出が報告 

されている。平成２４年度 

以降の６回分の板橋区平均 

は、東京都が平成２５・２ 

７・２９年度に実施した読 

書状況調査項目に準じ、板 

橋区立中学校全校の各学年 

１学級ずつ抽出、調査結果 

を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

②１か月で読んだ冊数の平均 

（１人当たり）４．０冊  

※１冊以上読んだ生徒が回答:１２２５名 

（平成２４年度３．３冊・２５年度４．０冊・２７年度４．８冊・２８年度４．３冊・２９年度４．４冊・３０年度４．１冊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③読んだ本に電子書籍があった ３２９名１７．５％ 
（平成２７年度２９４名１５．０％・２８年度２６０名１３．５％・２９年度２８５名１４．６％・３０年度１７．６％） 

 ④本を読まなかった理由（％）未読・不読者が複数回答：１４９名 
（平成２４年度３４５名・２５年度３０６名・２７年度２３２名・２８年度２３０名・２９年度２０７名） 

 

 （４）図書館の利用状況：全生徒回答 

 

東京都 Ｈ２９

４．５冊 

 

 

東京都 Ｈ２９ 

１９．６％ 

 

 

東京都 Ｈ２９ 

本がない  ４４．８% 

時間がない ３７．０%

興味がない ４８．２%  

嫌い・面倒 ２６．３% 

どれでもない ７．６% 

 

東京都 Ｈ２９ 

６１．３％ 

 

 

東京都 Ｈ２９ 

４７．０％ 
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（５）本を読むことが好きか：全生徒回答 

 
 （６）あなたについて ―読書環境（％）― 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京都 Ｈ２９ 

好き ３６．９% 

どちらか好き 

   ３６．８% 

どちらか嫌い 

   １６．７% 

嫌い  ７．５% 

 

 

東京都 Ｈ２９ 

読んでもらう ４８．２% 

読んであげる ２２．３% 

身近な人 ４９．３% 

話をする ３５，４% 

本がある ８７．７% 

学級文庫 １８．０% 

あてはまらない ５．２% 
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４ 課題と取組例 

 ・課題 

 （１）第三次東京都子供読書活動推進計画において、平成３１年度までに平成２５年

度の３割減となる目標数値：９．２％（中学２年生）に向けて、今回の調査結果

を踏まえた取組を継続すること 

 （２）学年進行の中で、未読・不読率が高くなること 

 （３）「興味・関心、知識を高めるため」とする読書が４8％であること 

 （４）本を読まなかった理由のうち、「読むことに興味がない」が未読・不読者のう

ちの５０％となること 

 （５）「本を読む時間がない」「読みたい本がない」という課題を解決することで「本

を読まない」５３％から５６％が改善される可能性があること 

 （６）「書店で本を見たり買ったり」が５６．９％、「学校図書館」が６５．０％から

６９．０%へ、「学校図書館以外」が５２．７％から５６．０%へと学校図書館の

利用率が伸びてきていること 

 （７）幼少時からの「読み聞かせ」の経験があることや「家の中に本がある」とい

う環境が、読書習慣の定着に大きく関わること 

 （８）文字・活字状況調査では、「楽しむため」７６％、「本を読む」９４．８％と

定着し、パソコン等３９．６％があり、読書調査では、電子書籍が１７．５％

あり、活字にふれる手立ての多様化が考えられる。 

 

 ・取組例 

 （１）学校経営方針の中の位置付けとともに「朝読書」「板橋区『読書通帳』」「推薦

図書」を家庭や地域に呼びかける「家庭読書の日」等、読書習慣の定着、読む本

の質の向上を図る具体的な施策を実施すること 

（２）「本を読む時間」を朝読書等の取組で短時間でも確保すること、推薦図書や学

校図書館で購入する希望図書を生徒に周知し、新刊本の展示、図書委員会活動

の活性化等、生徒の「読みたい」という意欲付けを図り、読書に主体的にかか

わる態度を育成すること 

 （３）「調べる読書」について、図書館司書による図書案内サービスや図書登録の検

索、地域図書館の貸し出しサービス、教科担当の先生からの推薦図書紹介等を

行うこと 

（４）「文字を読む」ことについて、国語等の教科指導や読書環境の整備の中で「楽

しい」「面白い」という経験を積み重ねていくこと 

 （５）読書感想文コンクールや調べる学習コンクール等への出品を通じて、その価値

付けを明確にすること 
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※読書感想文コンクール応募数・学校数・東京都読書感想文コンクール入選数 

年度 応募数 学校数 東京都入選数 

平成２４年度 ４１６３点 ２２校 優秀賞１点 

平成２５年度 ４７９５点 ２０校 最優秀賞２点 

平成２６年度 ５９３０点 ２３校 優秀賞１点 

平成２７年度 ６８７９点 ２３校 優秀賞１点 

平成２８年度 ６１３７点 ２１校 優秀賞１点 

平成２９年度 ６４７２点 ２３校 優秀賞１点 

平成３０年度 ６０２０点 ２２校 入賞なし 

令和元年度 ６００１点 ２２校 最優秀賞１点優秀賞１点 

 

（６）学校図書館の図書の分置等の工夫、地域図書館の連携等を通じて、図書館の活用

を推進すること 

 

 


